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町の考えを聞く

県
漁
連
・
県
信
漁
連
・
県
と
協
調
し
支
援

合
併
に
向
け
行
政
の
強
力
な
指
導
・
支
援

　
質
問
　
後
継
者
不
足
や
沿
岸

漁
業
の
不
振
な
ど
で
漁
協
経
営

基
盤
は
 脆
弱
 化
し
て
い
る
。
こ

ぜ
い
じ
ゃ
く

の
ま
ま
で
は
、
漁
業
振
興
へ
の

機
能
が
低
下
し
、
漁
家
経
営
の

影
響
は
無
論
の
こ
と
、
本
町
経

済
へ
与
え
る
影
響
も
大
き
い
。

　
合
併
は
漁
協
自
ら
が
真
剣
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
加

え
て
町
の
強
力
な
指
導
、
支
援

が
な
け
れ
ば
こ
の
深
刻
な
状
況

の
打
開
は
不
可
能
で
あ
る
。
町

は
今
後
、
ど
の
よ
う
な
指
導
・

支
援
を
し
て
い
く
の
か
。

　
沼
崎
町
長
　
山
田
地
区
漁
協

合
併
推
進
協
議
会
は
、
平
成
　１７

年
５
月
の
第
５
回
を
最
後
に
、

欠
損
金
の
解
消
が
論
議
と
な
り

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後

の
協
議
も
進
展
せ
ず
、
再
編
は

　
年
度
末
に
延
期
さ
れ
た
。

２１　
最
近
の
漁
協
経
営
は
、
秋
サ

ケ
の
単
価
回
復
に
よ
り
欠
損
金

の
解
消
が
進
ん
で
い
る
漁
協
も

あ
る
。
ま
た
、
職
員
を
削
減
し

た
漁
協
の
効
果
も
見
え
て
く
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
町
で
は
、
現
在
行
っ
て
い
る

利
子
補
給
補
助
を
継
続
し
つ
つ
、

県
漁
連
、
県
信
漁
連
、
県
と
協

調
し
て
支
援
し
て
い
く
。

　
質
問
　
来
年
、
本
町
の
人
口

が
２
万
人
を
割
る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
人
口
減
少
社
会
で
は
、

労
働
力
や
消
費
者
人
口
が
減
少

し
、
地
域
産
業
や
地
域
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
、
町
の
活

力
が
失
わ
れ
る
。

　
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
問
う
。

①
農
業
を
営
む
農
家
が
集
落
を

支
え
て
き
た
。
そ
の
集
落
が
、

過
疎
化
の
進
行
で
集
落
機
能

を
維
持
で
き
な
い
状
況
が
出

て
き
て
い
る
。
集
落
機
能
を

維
持
す
る
取
り
組
み
は
。

②
後
継
者
不
足
や
高
齢
化
が
進

む
中
で
農
業
離
れ
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
本
町
の
農
業

所
得
は
県
下
最
下
位
で
あ
る
。

こ
の
状
況
に
対
す
る
認
識
、

実
効
性
あ
る
取
り
組
み
策
は
。

　
沼
崎
町
長

①
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
つ
な
が

り
、
共
存
意
識
が
集
落
機
能

漁協合併

山﨑幸男議員

人口減少問題

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
へ
の
積
極
支
援

集
落
機
能
を
維
持
す
る
取
り
組
み

の
存
続
に
重
要
な
要
素
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

へ
の
積
極
支
援
に
努
め
る
。

②
人
口
の
構
成
比
や
気
象
条
件
、

中
山
間
地
域
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
小
規
模
な
 圃
場
 の
低
い

ほ
じ
ょ
う

生
産
性
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。

　
新
品
種「
ど
ん
ぴ
し
ゃ
り
」

の
作
付
け
拡
大
、 花
卉
 の
鮮

か

き

度
保
持
と
輸
送
コ
ス
ト
削
減
、

冬
春
野
菜
の
新
規
取
り
組
み

な
ど
所
得
向
上
に
取
り
組
む
。

後継者不足や沿岸漁業の不振で厳しさが
増している漁業経営

稲刈りの様子（荒川の農家）




